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 ★ 冊子『須崎のキャリア教育』にプラスして 

 須崎市キャリア教育推進員の橋村です。今年度も、冊子『須崎のキャ

リア教育』を配付し、須崎市として進めていくキャリア教育の基本理念

や、取組み内容等を共有させていただきましたが、この通信では、その

中で十分にお伝えできなかったこと、特に『授業にキャリア教育視点を

入れていくこと』について、私見を交えてお伝えしていきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

★ 机上の理解から、『実感をともなった理解』へ 

 授業構成を考えるとき、「実感をともなった理解」をキーワード

にすると、いろんな方法が浮かんできます。例えば小３の算数

で、「km」を教える単元があります。教科書には架空の町が提

示され、その地図に示された距離を使って、授業が展開されま

す。さて、教科書の地図を使って理解できた「km」を、実感をと

もなった理解へと発展させていくには、どんな方法があるで

しょうか。1kmを小学３年生に実感させる方法を、みなさんもい

ろいろ考えてみてください。 

出典：東京書籍『新しい算数３上』 

 幼い頃の、折り紙や積み木遊びが、平面や立体図形の理解にとても役立ちます。頭の中で、図形を

折ったり切ったり重ねたりなどのイメージ操作ができるようになるからです。例えば、１㎥ を教えたとき、教

科書でイメージさせて終わるのか、実際に１㎥ の形を作って体感させるのかによって、児童の興味関心

や、習ったことの活用力に大きな差が出てきます。授業プラスひと手間、簡単なことでいいですので、子ど

もたちが何か実感できるものに置き換えてあげることが大切だと思います。 
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★ 具体から抽象へ、抽象から『具体の課題』へ 

 とはいえ、実生活と数学とを結びつけるためのアイデアは、なか

なか思いつきません。そこで、教科書。いろんな具体例を示してく

れています。平成２８年度版の数学の教科書では、今まで以上に

充実していて、『学びをいかす』『生活と数学』『社会とつながる』な

どのページが設定されています。 

 須崎市教育研究所内の教科書センターには、他社の教科書も

そろえていますので、ぜひ見に来てください（宣伝です）。 

 

 算数・数学を例にあげましたが、他教科でも『実感をともなった

理解にするために』をキーワードに、身近なものと教科をつなぐ

ことも考えていきましょう。そうすることで、その教科を学ぶ必要性

や面白さに気づき、興味関心が高まる楽しい授業になっていくこ

とでしょう。 
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★ 中学校の数学でも『実感』を持たせたい 

 例えば平方根。生活の中で『√』を使うことなどありません。そんなものを、なぜ義務教育最後

の中学校３年生で学習するのでしょう。実は平方根は、整数・小数・分数を合わせたよりも、はるかに

多く実際に存在する数で、三平方の定理を習うところで『√』は教科書に再登場するんですが、 『√』

が無ければ、長方形の対角線すら求めることができません。ということは、 『√』が無ければ設

計もモノづくりもできないということになります。 

 平方根を習う前の生徒たちは、世の中に存在する全ての数を、整数・小数・分数で 

表せると思い込んでいます。なので、単元の初めに、『２乗して２になる数』を小数で探させ 

て、困らせて、今まで習った数では表せない数があることを『実感』させるような授業構成が 

大事になります。平方根を知って初めて、世に存在するすべての数を扱えることになり、 

義務教育の最後に習うことの意義がそこにあると思います。 

↑出典：東京書籍２８年度版『新しい数学』 生活と関連させて考えるページが充実している 

★ キャリア教育情報誌『つ･な･ぐ』にも たくさんのヒントが 

 昨年度４月、教職員研修会でご講演いただいた藤田晃之先生が監修されて

いるキャリア教育情報誌『つ・な・ぐ』(NPO法人スマイルプラネット発行)第３号

にも、教科学習にキャリア教育の視点を生かす方法が、たくさん紹介されてい

ます。社会６年「３人の武将と全国統一」、理科５年「人のたんじょう」、国語５・

６年「討論会をしよう」など、単元のどこで、どんな活動をするのかなども例示

されています。スマイル・プラネットで検索すれば、WEBでも見られます。小学

校対象の内容ですが、中学校にも参考になることがたくさん載っています。 


